
【主要指標の動き】
（概況）景気動向指数（ＤＩ）　　……………………………………　１

１－１ 鉱工業指数（季節調整値）　　…………………………………………………　２

１－２ 農業（と畜頭数・羽数及び枝肉生産量）　　………………………　２

１－３ 通関実績　　………………………………………………………　３

２－１ 百貨店・スーパー商品別販売額　　…………………………………　４

２－２ コンビニエンスストア販売額　　……………………　４

２－３ 乗用車新車登録台数・届出台数　　……………………………　５

２－４ 宮崎空港乗降客数　　………………………………………　５

２－５ 主要ホテル・旅館宿泊客数　　……………………………………………………　６

２－６ 消費者物価指数　　……………………………………………　６

３－１ 有効求人倍率　　……………………………………………………　７

３－２ 労働関係指数（事業所規模５人以上）　　……………………………………　７

４－１ 新設住宅着工戸数　　…………………………………………　８

４－２ 公共工事請負状況　　……………………………………………………　８

５－１ 企業動向アンケート調査　　……………………………………………………　９

５－２ 企業倒産状況　　……………………………………………………　９

６ 人口　　……………………………………………………　10

【参考】

　・　「月例経済報告」抜粋（全国）　　……………………………　11

　・　「宮崎県金融経済概況」抜粋　　……………………………　12

　・　「宮崎県内経済情勢報告」抜粋　　……………………　12

　・　参考指標一覧　　………………………………………………　13～16

宮 崎 県 の 主 要 指 標

目　　　　　次

令和８年３月発行

宮崎県総合政策部統計調査課

(１２月の概況)

みやざき統計BOX

「みやざき統計ＢＯＸ」も

役に立つよ！



詳細は以下のページ（統計全般）に掲載しています。

また、「みやざき統計ＢＯＸ」でも閲覧することができます。

https://stat.pref.miyazaki.lg.jp/

https://www.pref.miyazaki.lg.jp/kense/toke/index.html

「宮崎県の主要指標」は令和８年３月５日までに得られた数値により作成しています。



【１２月の概況】

※矢印は、前月または前年同月と比較してどのように変化したかを表しています。

【景気動向指数(DI)】

令和７年12月の本県の景気動向指数(DI)は、先行指数が40.0%、一致指数が14.3%、遅行指数が20.0%となり
ました。

※景気動向指数：景気に敏感な経済指標を用いて、景気が上向きか下向きかを総合的に示す指数

●全国・九州各県（12月） （単位：％）

本 県 全 国 福 岡 佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 鹿 児 島

先 行 指 数 40.0 80.0 42.9 50.0 - - 80.0 50.0

一 致 指 数 14.3 22.2 28.6 28.6 - - 14.3 28.6

遅 行 指 数 20.0 12.5 28.6 16.7 - - 57.1 66.7
※長崎県は令和２年２月分から、熊本県は令和６年１月分から算出を廃止している。

（１－１表　資料：県統計調査課）

[主要指標の動き]

５．企業景況

６．人口

消費は、持ち直しの動きに足踏みがみられます。

４．投資

県内経済は、持ち直しの動きに足踏みがみられます。

１．生産・貿易

２．消費

３．雇用・労働
雇用は、有効求人倍率が２か月ぶりに前月を下回りました。
賃金は、実質賃金指数が５か月ぶりに前年を上回りました。

新設住宅着工戸数は、３か月連続で前年を下回りました。
公共工事請負件数・金額は、２か月連続で前年を下回りました。

令和７年10～12月期の全般的業況ＤＩは、前期比で10ポイント上昇し
ました。

推計人口は前月より582人減少し、世帯数は前月より142世帯減少しま
した。

鉱工業生産指数は、２か月連続で前月を下回りました。
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１．生産・貿易

１－１　【鉱工業生産指数（季節調整済指数)】

令和７年12月の本県の生産指数は90.2で、前月を6.8％下回りました。
全国の生産指数は101.8で、前月を0.1％下回りました。
九州の生産指数は106.5で、前月を0.3％上回りました。

※本県は基準改定により令和７年１２月以前のデータを更新しました。
※本県、九州は速報値[令和２年(2020年)＝100]、全国は確報値[令和２年(2020年)＝100]

●全国・九州各県（12月） 　　　  　　[令和2年(2020年)＝100]
本 県 全 国 福 岡 佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 鹿 児 島

生産 90.2 101.8 100.0 92.8 164.6       86.0      111.7       94.6

（４－３表　資料：県統計調査課）

１－２　【牛・豚のと畜頭数、枝肉生産量及びブロイラーひな餌付羽数】

令和７年12月の本県のと畜頭数は、牛が4,488頭で前年同月を0.3％下回り、豚が91,801頭で前年同月を
4.1％上回りました。

枝肉生産量は、牛が2,223ｔで前年同月を1.9％上回り、豚が7,271ｔで前年同月を4.7％上回りました。
ブロイラーひな餌付羽数は1,403万8千羽で、前年同月を3.1％上回りました。

（３－２表　資料：農林水産省　(般)日本種鶏孵卵協会）

鉱工業生産指数は、２か月連続で前月を下回りました。
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１－３　【通関実績】

令和７年12月の本県の輸出額は75億37百万円となり、前月から17.4％増加しました。
また、輸入額は46億70百万となり、前月から76.5％減少しました。
この結果、収支額（輸出額－輸入額）は28億67百万のプラス（黒字）となりました。
主な品目では、輸出は不織布やポリアミド（電子・電気機器等に使用）などが増加しました。

輸入では、リチウム・イオン蓄電池（電子・電気機器等に使用）や歴青炭（石炭）などが減少し
ました。

●全国・九州各県（12月） （単位：億円）

本 県 全 国 福 岡 佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 鹿 児 島

輸出（A) 75.37 104,082.72 8,124.32 28.52 140.87 44.14 760.93 283.18

輸入（B) 46.70 102,947.82 4,282.90 86.31 237.77 112.81 1,538.80 1,669.36

収 支 (A)-(B) 28.67 1,134.90 3,841.42 ▲ 57.79 ▲ 96.90 ▲ 68.67 ▲ 777.87 ▲ 1,386.18

（９－１表　資料：財務省）
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２．消費

２-１　【百貨店・スーパー商品別販売額】

令和７年12月の県内百貨店及びスーパー（計34店舗）の販売額は79億15百万円で、前年同月を5.9％下回り
ました。商品別販売額では衣料品が９億69百万円で前年同月を16.2％下回り、飲食料品が45億74百万円で前年

※各月における商品別販売額の合計と総販売額は、端数処理の関係で一致しないことがあります。

●全国・九州各県（12月） （単位：億円）

本 県 全 国 福 岡 佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 鹿 児 島

販売額計 79.15 23,808.86 817.97 66.09 100.15 207.73 129.47 237.13

（９－２表　資料：経済産業省）

２-２　【コンビニエンスストア販売額】

令和７年12月の県内コンビニエンスストア（計453店舗）の販売額は91億90百万円で、前年同月を1.8％上回
りました。

●全国・九州各県（12月） （単位：億円）

本 県 全 国 福 岡 佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 鹿 児 島
販売額計 91.90 11,656.3 501.08 74.42 105.88 161.88 100.13 127.39

（資料：経済産業省）

消費は、持ち直しの動きに足踏みがみられます。

同月を2.1％下回り、その他が23億71百万円で前年同月を8.2％下回りました。
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２-３　【新車登録・届出台数】

令和７年12月の本県の新車登録・届出台数は2,787台で、前年同月を6.1％下回りました。
新車登録台数は1,614台で、前年同月を2.8％上回りました。
このうち、普通乗用車の登録台数は863台で前年同月を14.5％下回り、小型乗用車の登録台数は507台で

前年同月を43.6％上回りました。
また、新車届出台数（軽自動車）は1,173台で、前年同月を16.1％下回りました。

●全国・九州各県（12月） （単位：台）

本 県 全 国 福 岡 佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 鹿 児 島

新車登録台数 1,614 213,957 9,793 1,228 1,712 2,944 1,932 2,264

（７－２表　資料：日本自動車販売協会連合会 宮崎県支部）

２-４　【宮崎空港乗降客数】

令和７年12月の宮崎空港の乗降客数は288,698人で、前年同月から0.4％減少しました。
このうち国内線の前年同月比は、大阪便（伊丹＋関西）が0.2％、名古屋便が8.4％、福岡便が1.1％、

沖縄便が0.8％の増加、東京便（羽田＋成田）が0.5％の減少となりました。
国際線は、ソウル便が4,155人、台北便が2,695人利用しました。
※チャーター便の利用はありませんでした。

  （７－３表　資料提供：宮崎交通(株)、県総合交通課）
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